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(57)【要約】
【課題】サスペンションワイヤ固定部に対するサスペン
ションワイヤの固定位置精度を改善した光ピックアップ
を提供する。
【解決手段】光ピックアップ３０を、レンズ可動部１と
、レンズ可動部１を保持するサスペンションワイヤ２ａ
～２ｄと、サスペンションワイヤ２ａ～２ｄの一端側を
固定するサスペンションワイヤ固定部１０とを備え、サ
スペンションワイヤ固定部１０は、その縁部に設けられ
てサスペンションワイヤ２ａ～２ｄにおける長手方向に
対して直交する断面の少なくとも一部を収容する切り欠
き部１６ａ～１６ｄと、切り欠き部１６ａ～１６ｄの周
囲に設けられてサスペンションワイヤ２ａ～２ｄの一端
側が半田付けされたランド１４ａ～１４ｄとを有する構
成とした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ可動部と、
　前記レンズ可動部を保持するサスペンションワイヤと、
　前記サスペンションワイヤの一端側を固定するサスペンションワイヤ固定部と、
を備え、
　前記サスペンションワイヤ固定部は、その縁部に設けられて前記サスペンションワイヤ
における長手方向に対して直交する断面の少なくとも一部を収容する切り欠き部と、前記
切り欠き部の周囲に設けられて前記サスペンションワイヤの前記一端側が半田付けされて
いるランドと、を有することを特徴とする光ピックアップ。
【請求項２】
　前記切り欠き部は、前記サスペンションワイヤの外径と同じか若しくは前記外径よりも
大きい内径を有する略半円弧部と、前記半円弧部の内径と同じか若しくは前記内径よりも
大きい開口幅を有する開口部と、を備えていることを特徴とする請求項１記載の光ピック
アップ。
【請求項３】
　前記ランドは、前記縁部と直交し且つ前記略切り欠き部の前記縁部から最も離れた位置
を通る直線に沿う方向に最大幅を有する形状であることを特徴とする請求項１または請求
項２に記載の光ピックアップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サスペンションワイヤ固定部に対するサスペンションワイヤの固定位置精度
を改善した光ピックアップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ピックアップは、光ディスク等の光情報記録媒体に所定の情報を記録したり、光情報
記録媒体に記録されている情報を再生するための主要部品として、光ディスク再生装置や
光ディスク記録再生装置に広く用いられている。
【０００３】
　光ピックアップは、例えば特許文献１に記載されているように、主として、光ディスク
に対してトラッキングやフォーカスを行うためのレンズ可動部と、レンズ可動部を保持し
て可動するためのサスペンションワイヤと、サスペンションワイヤの一端側を固定するサ
スペンションワイヤ固定部と、を有している。
【特許文献１】特開２００４－１５２４２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、図６を用いて従来の光ピックアップにおける問題点を説明する。
　図６は従来の光ピックアップにおける問題点を説明するための図であり、図中の（ａ）
が光ピックアップ１００のレンズ可動部１０２側から見たときの全体構成図（斜視図）、
（ｂ）が光ピックアップ１００のサスペンションワイヤ固定部１１０側から見たときの全
体構成図（斜視図）、（ｃ）が（ｂ）の矢視Ｓ１から見たときのサスペンションワイヤ１
０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ，１０４ｄとプリント配線板１１２のランド１１４ａ，１１
４ｂ，１１４ｃ，１１４ｄとの関係を示す平面図、（ｄ）が（ｃ）におけるランド１１４
ｃ近傍を拡大した拡大平面図、（ｅ）が（ｄ）の半田付け後の状態を示す拡大平面図であ
る。
　なお、図６（ａ）～（ｃ）では、説明をわかりやすくするために、サスペンションワイ
ヤ１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ，１０４ｄとプリント配線板１１２のランド１１４ａ，
１１４ｂ，１１４ｃ，１１４ｄとを固定する半田１０６を省略して図示している。
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　また、図６（ｄ）及び（ｅ）では、説明をわかりやすくするために、一例として、サス
ペンションワイヤ１０４ｃがランド１１４ｃに半田付けされる様子を示しており、他のサ
スペンションワイヤ１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｄが他のランド１１４ａ，１１４ｂ，１
１４ｄに半田付けされる場合も同じである。
【０００５】
　図６（ａ）及び（ｂ）に示すように、従来の光ピックアップ１００は、レンズ可動部１
０２と、レンズ可動部１０２を保持して可動するための例えば４本のサスペンションワイ
ヤ１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ，１０４ｄと、サスペンションワイヤ１０４ａ，１０４
ｂ，１０４ｃ，１０４ｄの一端側をそれぞれ固定するサスペンションワイヤ固定部１１０
と、を備えている。
【０００６】
　サスペンションワイヤ固定部１１０はプリント配線板１１２を備えている。
　プリント配線板１１２には、サスペンションワイヤ１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ，１
０４ｄが挿通される孔１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃ，１１６ｄと、プリント配線板１１
２の一面側に孔１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃ，１１６ｄを囲うように設けられたランド
１１４ａ，１１４ｂ，１１４ｃ，１１４ｄと、が形成されている。
　孔１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃ，１１６ｄは、サスペンションワイヤ１０４ａ，１０
４ｂ，１０４ｃ，１０４ｄを挿通しやすくするために、サスペンションワイヤ１０４ａ，
１０４ｂ，１０４ｃ，１０４ｄの直径によりも大きい孔径を有している。
【０００７】
　サスペンションワイヤ１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ，１０４ｄは、孔１１６ａ，１１
６ｂ，１１６ｃ，１１６ｄに挿通されて、一端側がランド１１４ａ，１１４ｂ，１１４ｃ
，１１４ｄにそれぞれ半田１０６｛図６（ｅ）参照｝で固定されている。
【０００８】
　しかしながら、上述した構成では、図６（ｄ）に示すように、サスペンションワイヤ１
０４ｃ（１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｄ）を孔１１６ｃ（１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｄ
）に挿通した後に、これらサスペンションワイヤ１０４ｃ（１０４ａ，１０４ｂ，１０４
ｄ）をランド１１４ｃ（１１４ａ，１１４ｂ，１１４ｄ）に半田１０６でそれぞれ固定す
る。このとき、図６（ｅ）に示すように、サスペンションワイヤ１０４ｃ（１０４ａ，１
０４ｂ，１０４ｄ）に対する半田１０６の張力が３６０°（角度）全方向に対して様々な
力学モーメントを有して作用する。
　このため、サスペンションワイヤ１０４ｃ（１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｄ）は、図６
（ｅ）における上下方向や左右方向、または、斜め方向の偏った位置に、サスペンション
ワイヤ毎または光ピッアップ毎に、それぞれ異なって固定される。
　これにより、サスペンションワイヤ１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ，１０４ｄの固定位
置精度がサスペンションワイヤ間または光ピックアップ間で悪く、その改善が望まれてい
る。
　サスペンションワイヤの固定位置精度が悪いと、光ピックアップにおけるレンズ可動部
の傾きのばらつきが大きくなるので、再生時や記録時における光ディスクに対するトラッ
キング精度やフォーカス精度が悪化し、トラッキングエラーやフォーカスエラーが発生す
る場合がある。
【０００９】
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、サスペンションワイヤ固定部に対するサス
ペンションワイヤの固定位置精度を改善した光ピックアップを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために、本発明は次の各光ピックアップを提供する。
　１）レンズ可動部（１）と、前記レンズ可動部を保持するサスペンションワイヤ（２ａ
～２ｄ）と、前記サスペンションワイヤの一端側を固定するサスペンションワイヤ固定部
（１０）と、を備え、前記サスペンションワイヤ固定部は、その縁部に設けられて前記サ
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スペンションワイヤにおける長手方向に対して直交する断面の少なくとも一部を収容する
切り欠き部（１６ａ～１６ｄ）と、前記切り欠き部の周囲に設けられて前記サスペンショ
ンワイヤの前記一端側が半田付けされているランド（１４ａ～１４ｄ）と、を有すること
を特徴とする光ピックアップ（３０）。
　２）前記切り欠き部（４６ａ～４６ｄ）は、前記サスペンションワイヤの外径と同じか
若しくは前記外径よりも大きい内径を有する略半円弧部（４７ａ～４７ｄ）と、前記半円
弧部の内径と同じか若しくは前記内径よりも大きい開口幅を有する開口部（４８ａ～４８
ｄ）と、を備えていることを特徴とする１）記載の光ピックアップ。
　３）前記ランド（５４ａ～５４ｄ）は、前記縁部と直交し且つ前記切り欠き部の前記縁
部から最も離れた位置を通る直線に沿う方向に最大幅（Ｗ５４ａ～Ｗ５４ｄ）を有する形
状であることを特徴とする１）または２）に記載の光ピックアップ。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、光ピックアップにおいて、サスペンションワイヤ固定部に対するサス
ペンションワイヤの固定位置精度を改善することが可能になるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の実施の形態を、好ましい実施例である第１実施例及び第２実施例により図１～
図３を用いて説明する。
【００１３】
＜第１実施例＞
　まず、本発明の光ピックアップの第１実施例について図１及び図２を用いて説明する。
　図１及び図２は本発明の光ピックアップの第１実施例を説明するための図である。図１
の（ａ）は光ピックアップ３０のレンズ可動部１側から見たときの全体構成図（斜視図）
、（ｂ）は光ピックアップ３０のサスペンションワイヤ固定部１０側から見たときの全体
構成図（斜視図）、（ｃ）は（ｂ）の矢視Ｓ２から見たときのサスペンションワイヤ２ａ
，２ｂ，２ｃ，２ｄとプリント配線板１２の切り欠き部１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，１６ｄ
及びランド１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，１４ｄとの関係を示す平面図である。図２の（ａ）
は図１のランド１４ｃ近傍を拡大した拡大平面図、（ｂ）は（ａ）の孔２０ｃの中心を通
るＡ１－Ａ２線における模式的断面図、（ｃ）は（ａ）の半田付け後の状態を示す拡大平
面図、（ｄ）は（ｃ）のＡ１－Ａ２線における模式的断面図である。
　なお、図１では、説明をわかりやすくするために、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，
２ｃ，２ｄをプリント配線板１２のランド１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，１４ｄに固定する半
田６を省略して図示している。
【００１４】
　図１（ａ）及び（ｂ）に示すように、光ピックアップ３０は、主として、光ディスク等
の光情報記録媒体（図示せず）に対してトラッキングやフォーカスを行うためのレンズ可
動部１と、レンズ可動部１を保持して可動するための例えば４本のサスペンションワイヤ
２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄと、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの一端側をそ
れぞれ固定するサスペンションワイヤ固定部１０と、を有して構成されている。
　サスペンションワイヤ固定部１０は、主として、プリント配線板（またはＦＣＰ：Flex
ible Printed Circuit）１２と、プリント配線板１２を固定するベース１８と、を備えて
いる。
【００１５】
　図１及び図２に示すように、プリント配線板１２は、主として、プリント配線板１２の
縁部に設けられ、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄにおける長手方向に対し
て直交する断面の少なくとも一部が収容可能な形状を有する切り欠き部１６ａ，１６ｂ，
１６ｃ，１６ｄと、切り欠き部１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，１６ｄの周囲に設けられてサス
ペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの一端側をそれぞれ固定するためのランド１４
ａ，１４ｂ，１４ｃ，１４ｄと、を備えている。
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【００１６】
　図２に示すように、ベース１８は、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄを挿
通可能な、即ちサスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの外径よりも大きい内径を
有する孔２０ａ，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄを備えている。
【００１７】
　また、プリント配線板１２とベース１８とは、切り欠き部１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，１
６ｄと孔２０ａ，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄとが互いに位置合わせされて、接着またはスク
リュー等により固定されている。
【００１８】
　図２（ｂ），（ｄ）に示すように、第１実施例では、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ
，２ｃ，２ｄをより挿入しやすくするために、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，
２ｄが挿入される側の孔２０ａ，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄの開口部の形状を、挿入される
側に向かって大きく開口するテーパ形状としている。
【００１９】
　ここで、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄをランド１４ａ，１４ｂ，１４
ｃ，１４ｄに半田６を用いて固定する方法について図２を用いて説明する。
　図２では、一例として、サスペンションワイヤ２ｃをランド１４ｃに半田６を用いて固
定する方法について示しており、サスペンションワイヤ２ａをランド１４ａに、また、サ
スペンションワイヤ２ｂをランド１４ｂに、また、サスペンションワイヤ２ｄをランド１
４ｄに、それぞれ半田６を用いて固定する方法も同様である。
【００２０】
　まず、図２（ａ），（ｂ）に示すように、サスペンションワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２
ｄ）をランド１４ｃ（１４ａ，１４ｂ，１４ｄ）側から孔２０ｃ（２０ａ，２０ｂ，２０
ｄ）に挿通する。
【００２１】
　次に、図２（ｃ），（ｄ）に示すように、サスペンションワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２
ｄ）とランド１４ｃ（１４ａ，１４ｂ，１４ｄ）とを半田６を用いて接合する。
　半田６を用いて接合する際、サスペンションワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２ｄ）には半田
６の張力が作用するが、ランド１４ｃ（１４ａ，１４ｂ，１４ｄ）はサスペンションワイ
ヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２ｄ）の中心軸に対して一側（図２では左側）のみに形成されてい
るため、半田６の張力は一側（図２の左側）のみに作用する。
　従って、サスペンションワイヤは一側に寄って固定されるため、従来よりもサスペンシ
ョンワイヤ固定部に対するサスペンションワイヤの固定位置精度を向上させることができ
る。
【００２２】
＜第２実施例＞
　次に、本発明の光ピックアップの第２実施例について図３を用いて説明する。
　図３は本発明の光ピックアップの第２実施例を説明するための図であり、図中の（ａ）
～（ｄ）は図２の（ａ）～（ｄ）にそれぞれ対応するものである。
　第２実施例の光ピックアップは、第１実施例の光ピックアップに対して、特にプリント
配線板の切り欠き部の形状及びランドの形状が異なり、それ以外の構成は同じであるため
、サスペンションワイヤとプリント配線板の切り欠き部及びランドとの関係について詳細
に説明する。
　なお、説明をわかりやすくするために、第１実施例と同じ構成部には同じ符号を付して
説明する。
【００２３】
　図３に示すように、プリント配線板４２は、その縁部に設けられて、サスペンションワ
イヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄにおける長手方向に対して直交する断面の少なくとも一部が
収容可能な形状を有する切り欠き部４６ａ，４６ｂ，４６ｃ，４６ｄを備えている。
　切り欠き部４６ａ，４６ｂ，４６ｃ，４６ｄは、主として、サスペンションワイヤ２ａ
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，２ｂ，２ｃ，２ｄの外径と同じか若しくは若干大きい内径を有する略半円弧部４７ａ，
４７ｂ，４７ｃ，４７ｄと、半円弧部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄの内径と同じか若
しくは若干大きい幅を有してプリント配線板４２の外側に向かって大きく開口する開口部
４８ａ，４８ｂ，４８ｃ，４８ｄと、を有している。
【００２４】
　また、プリント配線板４２は、その一面側に、切り欠き部４６ａ，４６ｂ，４６ｃ，４
６ｄの周囲、特に半円弧部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄの周囲に設けられたランド４
４ａ，４４ｂ，４４ｃ，４４ｄを備えている。
【００２５】
　プリント配線板４２とベース１８とは、切り欠き部４６ａ，４６ｂ，４６ｃ，４６ｄと
孔２０ａ，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄとが互いに位置合わせされて、接着またはスクリュー
等により固定されている。
【００２６】
　ここで、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄをランド４４ａ，４４ｂ，４４
ｃ，４４ｄに半田６を用いて固定する方法について同じく図３を用いて説明する。
　図３では、一例として、サスペンションワイヤ２ｃをランド４４ｃに半田６を用いて固
定する方法について示しているが、サスペンションワイヤ２ａをランド４４ａに、また、
サスペンションワイヤ２ｂをランド４４ｂに、また、サスペンションワイヤ２ｄをランド
４４ｄに、それぞれ半田６を用いて固定する方法も同様である。
【００２７】
　まず、図３（ａ），（ｂ）に示すように、サスペンションワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２
ｄ）をランド４４ｃ（４４ａ，４４ｂ，４４ｄ）側から孔２０ｃ（２０ａ，２０ｂ，２０
ｄ）に挿通する。
【００２８】
　次に、図３（ｃ），（ｄ）に示すように、サスペンションワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２
ｄ）とランド４４ｃ（４４ａ，４４ｂ，４４ｄ）とを半田６を用いて接合する。
　これらを半田６を用いて接合する際、サスペンションワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２ｄ）
には半田６の張力が作用するが、ランド４４ｃ（４４ａ，４４ｂ，４４ｄ）はサスペンシ
ョンワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２ｄ）の中心軸に対して一側（図３では左側）のみに形成
されているため、半田６の張力は一側（図３の左側）のみに作用する。
　従って、サスペンションワイヤは一側に寄って固定されるため、従来よりもサスペンシ
ョンワイヤ固定部に対するサスペンションワイヤの固定位置精度を改善することができる
。
【００２９】
　また、第２実施例では、切り欠き部４６ａ，４６ｂ，４６ｃ，４６ｄを、サスペンショ
ンワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの外径と同じか若しくは若干大きい内径を有する略半円
弧部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄと、略半円弧部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄの
内径と同じか若しくは若干大きい幅を有してプリント配線板４２の外側に向かって大きく
開口する開口部４８ａ，４８ｂ，４８ｃ，４８ｄとを有する構成としているため、サスペ
ンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄを大きく開口している開口部４８ａ，４８ｂ，４
８ｃ，４８ｄから簡単に挿通することができると共に、半田６の張力によって一側（図３
の左側）に引き寄せられたサスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄは、その長手方
向に対して直交する断面の少なくとも一部が略半円弧部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄ
に収容されるため、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄを第１実施例よりもさ
らに位置精度良く固定することができる。
【００３０】
　本発明の実施例は、上述した構成及び手順に限定されるものではなく、本発明の要旨を
逸脱しない範囲において変形例としてもよいのは言うまでもない。
【００３１】
　ここで、上述した第２実施例の変形例について図４及び図５を用いて説明する。
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　図４及び図５は第２実施例の変形例を説明するための拡大平面図であり、各図中の（ａ
）及び（ｃ）は図３の（ａ）及び（ｃ）にそれぞれ対応するものである。
【００３２】
　図４に示す第１の変形例は、第２実施例に対して、ランドの形状が異なり、その以外の
構成は同じであるため、特にサスペンションワイヤとランドとを半田を用いて接合する方
法について説明する。
　なお、説明をわかりやすくするために、第２実施例と同じ構成部には同じ符号を付して
説明する。
【００３３】
　第１の変形例では、図４に示すように、第２実施例よりも略半円弧状のランド５４ｃ（
５４ａ，５４ｂ，５４ｄ）の中心が第２実施例よりもプリント配線板のさらに内側に位置
するように形成されている。
　詳しくは、ランド５４ｃ（５４ａ，５４ｂ，５４ｄ）は、プリント配線板４２の縁部と
直交し、かつ切り欠き部４６ｃ（４６ａ，４６ｂ，４６ｄ）の略半円弧部４７ｃ（４７ａ
，４７ｂ，４７ｄ）の上記縁部から最も離れた位置を通る直線上に最大幅Ｗ５４ｃ（Ｗ５
４ａ，Ｗ５４ｂ，Ｗ５４ｄ）を有する形状で形成されている。そのため、サスペンション
ワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２ｄ）とランド５４ｃ（５４ａ，５４ｂ，５４ｄ）とを半田６
で接合する際に、半田６の張力はこの最大幅Ｗ５４ｃ（Ｗ５４ａ，Ｗ５４ｂ，Ｗ５４ｄ）
方向において最大となる。
　これにより、第２実施例よりもさらに半田６の張力方向を制御することが可能になるの
で、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄを第２実施例よりもさらに位置精度良
く固定することができる。
【００３４】
　図５に示す第２の変形例は、第２実施例に対して、ランドの形状が異なり、その以外の
構成は同じであるため、特にサスペンションワイヤとランドとを半田を用いて接合する方
法について説明する。
　なお、説明をわかりやすくするために、第２実施例と同じ構成部には同じ符号を付して
説明する。
【００３５】
　第２の変形例では、図５に示すように、第２実施例に対して、ランド６４ｃ（６４ａ，
６４ｂ，６４ｄ）を長手を有する例えば略半楕円形状としている。
　詳しくは、ランド６４ｃ（６４ａ，６４ｂ，６４ｄ）は、プリント配線板４２の縁部と
直交し、かつ切り欠き部４６ｃ（４６ａ，４６ｂ，４６ｄ）の略半円弧部４７ｃ（４７ａ
，４７ｂ，４７ｄ）の上記縁部から最も離れた位置を通る直線上に最大幅Ｗ６４ｃ（Ｗ６
４ａ，Ｗ６４ｂ，Ｗ６４ｄ）を有する形状で形成されている。そのため、サスペンション
ワイヤ２ｃ（２ａ，２ｂ，２ｄ）とランド６４ｃ（６４ａ，６４ｂ，６４ｄ）とを半田６
で接合する際に、半田６の張力はこの最大幅Ｗ６４ｃ（Ｗ６４ａ，Ｗ６４ｂ，Ｗ６４ｄ）
方向において最大となる。
　これにより、第２実施例よりもさらに半田６の張力方向を制御することが可能になるの
で、サスペンションワイヤ２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄを第２実施例よりもさらに位置精度良
く固定することができる。
【００３６】
　また、上述した第１の変形例及び第２の変形例を第１実施例に用いることもできる。
【００３７】
　また、上述した第１実施例、第２実施例、第１の変形例、及び第２の変形例における切
り欠き部の形状やランドの形状は一例であり、本発明の要旨を逸脱しない範囲においてこ
れら形状に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の光ピックアップの第１実施例を説明するための図である。
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【図２】本発明の光ピックアップの第１実施例を説明するための図である。
【図３】本発明の光ピックアップの第２実施例を説明するための図である。
【図４】第２実施例（第１実施例）の変形例を説明するための図である。
【図５】第２実施例（第１実施例）の他の変形例を説明するための図である。
【図６】従来の光ピックアップにおける問題点を説明するための図である。
【符号の説明】
【００３９】
１＿レンズ可動部、　２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ＿サスペンションワイヤ、　６＿半田、　
１０＿サスペンションワイヤ固定部、　１２，４２＿プリント配線板、　１４ａ，１４ｂ
，１４ｃ，１４ｄ，４４ａ，４４ｂ，４４ｃ，４４ｄ＿ランド、　１６ａ，１６ｂ，１６
ｃ，１６ｄ，４６ａ，４６ｂ，４６ｃ，４６ｄ＿切り欠き部、　１８＿ベース、　２０ａ
，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄ＿孔、　３０＿光ピックアップ、　４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，
４７ｄ＿略半円弧部、　４８ａ，４８ｂ，４８ｃ，４８ｄ＿開口部

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】
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